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久喜市地域医療推進協議会としてかかえる４つの項目の今後の議論について 

 

【事務局検討案】 

 本協議会設置当時（平成２９年頃）は、済生会栗橋病院の加須市への移転話

が持ち上がり、特に栗橋地区を中心にこれまでの医療提供体制を維持すること

が難しくなるという危機に直面したときであり、市民の安心と安全を守るため

に何ができるのかといったことも含め協議を行ってまいりました。 

現在は、旧済生会栗橋病院跡地に彩優会秋谷病院が栗橋病院として移転し、

かかりつけ医の機能をもつ救急告示病院として、栗橋地区における医療の空白

を避けることができました。そして、その後も市内には、新たな診療所が複数

開設されるなど喜ばしい状況となりつつあります。 

 また、急性期対応やリハビリなどの病床機能を含めた医療体制の整備につい

ては、「埼玉県地域保健医療計画」に沿って埼玉県が主導するものとされてお

り、具体的な協議の場として、保健所が主催する利根地域や二次医療圏などの

広域での協議の場が設けられ久喜市も構成員として参加しています。 

 さらに、医療と介護の連携については、久喜市在宅医療・介護連携推進会議

にて、課題の把握や対応方策等の検討を行っております。 

災害時における医療体制づくりについては、久喜市医師会や久喜市歯科医師

会、久喜白岡薬剤師会などの皆様と協議を行っていましたが、令和２年以降新

型コロナウイルス感染症の蔓延により中断しておりましたので、今後、再開し

てまいりたいと考えています。 

 

 現時点で、久喜市において医療に関わる課題等として考えられる４つの項目

については、上記のとおり、具体的に協議を行う場等が設けられている状況で

す。こうしたことを鑑み、今後の議論については、それらの協議の場に委ねる

ことが適当と考えています。このため、本協議会については、その役割を終了

し、令和６年度をもって廃止したいと考えます。委員の皆様のご意見などを伺

わせていただきたいと存じます。 


